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安
芸
高
田
歴
史
紀
行

　
今
回
は
２
ヶ
所
の
城
跡
を
紹
介
し
ま
す
。国
道
や
ゴ
ル
フ
場
の
す
ぐ
脇
に
あ
る
小

山
が
、実
は
城
跡
だ
と
い
う
例
で
す
。現
在
各
地
に
残
る
城
跡
の
ほ
と
ん
ど
は
、集
落

に
近
い
里
山
に
人
知
れ
ず
眠
る
小
さ
な
城
な
の
で
す
。し
か
し
、そ
の
名
も
な
き
城
跡

こ
そ
地
域
の
本
当
の
歴
史
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      　
　
　
　

学
芸
員　

秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
三
十
七
回

編
集
後
記

　
我
が
家
の
風
呂
は
、
薪
炊
き
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
小
さ
い
時
か
ら
家
族
と

近
く
の
山
で
植
林
・
手
入
れ
・
薪
の
運

び
出
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
遊
び
た
い

時
期
で
も
あ
り
、
ま
た
暑
い
夏
や
寒
い

冬
の
作
業
は
辛
く
、
当
時
は
と
て
も
嫌

な
も
の
で
し
た
。

　
今
に
な
っ
て
思
う
の
は
、
灯
油
の
高

騰
、
木
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
こ
と
、
冬
季
の
薪
炊
き
の
風
呂
の
具

合
の
良
さ
、
山
を
歩
く
気
持
ち
良
さ
な

ど
、
親
が
言
っ
て
い
た
こ
と
が
徐
々
に

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
特
集

記
事
で
松
田
さ
ん
が
言
っ
て
お
ら
れ
る

「
家
族
の
団
結
」「
家
族
や
友
達
と
の

思
い
出
」
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
浮
田
）

　
ア
ジ
ア
で
3
位
に
入
っ
た
二
人
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
る
と
、Ｂ
Ｍ
Ｘ

な
り
カ
ヌ
ー
な
り
が
、
な
に
よ
り
好
き

な
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
好
き
だ

か
ら
こ
そ
、
伸
び
て
い
く
の
で
し
ょ

う
。

　
二
人
は
、
ア
ジ
ア
3
位
と
い
う
結
果

に
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
の
納
得

す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
示
せ
な
か
っ

た
事
が
、
悔
し
い
そ
う
で
す
。
す
ご
い

世
界
で
生
き
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　（
稲
田
）

　
先
日
長
か
っ
た
髪
を
ば
っ
さ
り
切
り

ま
し
た
。
髪
が
短
い
と
髪
の
手
入
れ
が

驚
く
ほ
ど
楽
な
の
で
、
し
ば
ら
く
は
短

い
ま
ま
で
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
田
村
）

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】①
丸
山
城
②
門
出
城

標
高
／
①
２
５
６
ｍ
②
２
７
８
ｍ

比
高
／
①
20
ｍ
②
30
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定
、城
主
／
不
明

所
要
時
間
／
①
５
分
②
10
分

立
地
：
丸
山
城
は
国
道
54
号
線
か
ら
簸
ノ
川
を
隔
て
て
す
ぐ
の
独

立
し
た
丘
陵
上
に
あ
り
ま
す
。現
在
、頂
上
部
は
広
場
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
約
３
０
０
ｍ
西
に
あ

る
の
が
門
出
城
で
す
が
、こ
こ
は
す
ぐ
西
側
が
ゴ
ル
フ
場

で
城
跡
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
丸
山
城
の

４
０
０
ｍ
北
に
御
子
ヶ
丸
城（
第
31
回
）が
あ
る
な
ど
、付

近
は
小
規
模
な
城
跡
が
密
集
し
て
い
ま
す
。

歴
史
：
江
戸
後
期
の
記
録
に
両
城
の
名
は
あ
り
ま
す
が
、城
主
は

不
明
で
す
。戦
国
時
代
の
佐
々
井
は
１
４
７
０
年
頃
か
ら

毛
利
氏
の
所
領
と
な
っ
て
お
り
、１
５
５
７
年
に
は
佐
々

井
の「
丸
山
」が
毛
利
隆
元
か
ら
家
臣
兼
重
元
宣
に
給
地
さ

れ
て
い
ま
す
。一
方
、１
５
５
０
年
に
隆
元
か
ら
家
臣
桂
広

繁
に
給
地
し
た
佐
々
井
村
の
所
領
に「
門
田
」（
門
出
？
）が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。よ
っ
て
両
城
は
毛
利
氏
や
家
臣
に
関

係
し
た
城
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。な
お
地
元
の

民
話
で
は
、
丸
山
城
は
毛
利
家
臣
の
児
玉
内
蔵
丞
（
就

英
？
）の
居
城
と
あ
り
ま
す
。

城
跡
：
丸
山
城
は
最
頂
部
の
Ａ（
現
在
東
屋
が
建
つ
）を
中
心
に
３

つ
の
広
い
郭
と
土
塁
が
残
り
、東
側
を
向
い
て
い
ま
す
。一

方
、門
出
城
は
Ｂ
を
中
心
に
南
側
に
遺
構
が
残
り
ま
す
。登

城
路
と
思
わ
れ
る
通
路
に
沿
っ
て
土
塁
を
築
き
、南
側
か

ら
の
侵
入
に
備
え
て
い
ま
す
。両
城
と
も
後
世
に
土
地
が

改
変
さ
れ
て
い
ま
す
が
、中
心
部
が
広
く
比
高
が
低
い
こ

と
か
ら
居
住
を
兼
ね
た
城
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

第
１
回
　
加
藤
光
臣
氏
「
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
と
は
何
か
」

・
と
　
き
　
７
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

・
と
こ
ろ
　
歴
史
民
俗
博
物
館
　
多
目
的
室

・
問
い
合
わ
せ
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
４
２

－

０
０
７
０

ま
る

や
ま
じ
ょ
う

も
ん

で

じ
ょ
う

丸
山
城
･
門
出
城

《
八
千
代
町
佐
々
井
》

公開講座

く
ら
の
じ
ょ
う

周辺位置図丸山城・門出城遠望（東側、国道54号線より撮影）

丸山城・門出城略測図（作図　秋本哲治）
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瑞宝単光章　防衛功労

秋月　　忠（61）さん
元　3等陸尉

　昭和45年3月に入隊後、山口駐屯地、海
田市駐屯地、信太山駐屯地（大阪府和泉市）を経て、海田
市駐屯地で平成18年1月に定年退官を迎えられました。
その間、平成4年9月から平成5年4月までは、カンボジ
ア第1次派遣団の一員として現地に赴くなど国際貢献の最
前線で活動されました。35年10カ月のながきにわたり、
国民の安全と財産を守るために尽力されました。

瑞宝単光章

上田　照明（70）さん
元　安芸高田市消防団副団長

　昭和48年4月に高宮町消防団に入団。昭
和57年に高宮町消防団 部長、平成5年に副分団長、平成
9年に分団長、平成13年に副団長を、平成16年からは安
芸高田市消防団 副団長を務められ、平成19年12月まで、
32年のながきにわたり、町および市の消防団発展に寄与
されました。

春の叙勲および危険業務従事者叙勲　おめでとうございます

　

ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
歴
史
的

功
績
を
残
し
た
人
物
も
、
そ
の
価

値
を
理
解
し
、
語
り
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
、
い
つ
か
は
誰
か
ら
も

忘
れ
さ
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

安
芸
高
田
市
に
は
全
国
的
に
も

有
名
な
戦
国
武
将
が
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
、
毛

利
元
就
で
す
。
そ
の
毛
利
元
就
の

遺
徳
を
後
世
に
残
す
た
め
に
活
動

を
さ
れ
て
い
る
の
が
、
毛
利
奉
賛

会
。毛
利
奉
賛
会
の
歴
史
は
古
く
、

昭
和
22
年
頃
か
ら
活
動
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
毛
利
奉
賛
会
で
事
務

局
長
を
さ
れ
て
い
る
の
が
、
山
﨑

昭
弘
（
72
）
さ
ん
で
す
。

　
「
毛
利
奉
賛
会
の
主
な
活
動
は
、

毛
利
元
就
公
の
命
日
で
あ
る
7
月

16
日
に
墓
前
祭
を
と
り
行
う
こ
と

と
、
毛
利
元
就
公
を
祀
る
山
口
市

の
豊
栄
神
社
の
例
大
祭
に
参
列
す

る
こ
と
で
す
。
偉
大
な
功
績
を
残

さ
れ
た
毛
利
元
就
公
の
遺
徳
を
し

の
ぶ
こ
と
は
、
と
て
も
意
義
深
い

も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

毛
利
元
就
に
は
、
今
も
伝
わ
る

多
く
の
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
本
の
矢
で
は
た
や
す
く
折

る
こ
と
が
で
き
て
も
三
本
重
ね
る

と
折
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を

例
え
て
、
三
人
の
息
子
た
ち
に
協

力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
た

三
矢
の
訓
。
郡
山
城
を
拡
張
す
る

際
、
人
柱
を
た
て
人
命
を
そ
こ
な

う
代
わ
り
に
、
本
丸
の
礎
石
に
百

万
一
心
と
刻
ん
で
埋
め
さ
せ
た
と

い
う
百
万
一
心
の
逸
話
。
家
臣
の

意
見
を
聞
く
際
に
皆
が
同
じ
立
場

で
意
見
を
言
え
る
よ
う
に
合
議
制

を
採
用
し
た
傘
連
判
状
。
偉
大
な

戦
国
武
将
だ
っ
た
毛
利
元
就
の
そ

う
し
た
人
間
を
大
切
に
し
た
面
も

後
世
に
語
り
継
が
れ
る
よ
う
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
、
と
山
﨑
さ

ん
は
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、毛
利
奉
賛
会
の
活
動
は
、

安
芸
高
田
市
民
に
毛
利
元
就
の
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
、
安

芸
高
田
市
を
他
県
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
山
﨑
さ
ん

は
言
い
ま
す
。

　
「
毛
利
奉
賛
会
の
活
動
の
意
義

は
、
毛
利
元
就
公
の
命
日
を
機
縁

に
し
て
安
芸
高
田
市
を
県
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
、
と
い
う
こ
と
。
墓

前
祭
参
列
や
、
毛
利
氏
の
史
跡
を

訪
ね
る
た
め
に
市
外
、
県
外
の
人

た
ち
が
安
芸
高
田
市
に
来
て
く
れ

る
の
は
や
は
り
う
れ
し
い
で
す

ね
。」

　

墓
前
祭
を
主
催
す
る
こ
と
や
例

大
祭
参
列
の
ほ
か
に
も
、
昨
年
は

毛
利
元
就
と
毛
利
一
族
の
墓
の
門

扉
の
新
調
や
、
豊
栄
神
社
に
郡
山

城
の
若
松
の
植
樹
を
行
っ
た
毛
利

奉
賛
会
。
そ
う
し
た
き
め
細
や
か

な
活
動
の
一
つ
一
つ
に
、
毛
利
元

就
を
心
か
ら
し
の
ぶ
思
い
、
安
芸

高
田
市
の
宝
で
あ
る
名
将
毛
利
元

就
の
功
績
が
色
あ
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
た
い
、
と
い
う
思
い

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
山
﨑
さ
ん
は
こ
う
語

り
ま
し
た
。

　
「
市
民
の
方
々
に
は
、
観
光
客

が
安
芸
高
田
市
に
来
て
観
光
地
に

つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
と
き
に
、
簡

単
で
も
い
い
か
ら
答
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
う
し
た
小
さ
な
行
い
の
積

み
重
ね
が
、
結
果
的
に
市
外
に
安

芸
高
田
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　

私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き
る
小

さ
な
観
光
ガ
イ
ド
が
、
安
芸
高
田

市
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
す
ね
。

八千代町振興会連絡協議会
　八千代町内の4つの地域振興会(土師・勝田地域振興会、
佐々井地域振興会、下根振興会、上根・向山地域振興会)
の連合組織である八千代町振興会連絡協議会は、悪質な訪
問販売等被害への抑止活動として「高齢者世帯」や「一人
暮らし世帯」への声かけ運動を行うと同時に、子どもの下

校時の安全を確保するために青色防犯パトロールを制度化
し、4つの地域振興会が交代で毎日運
行されるなど、八千代町の安全・安心
のために活動されています。この度、
その功績が称えられ、表彰を受けられ
ました。

防犯功労団体表彰

毛
利
元
就
公
の
意
思
を
受
け
継
ぐ

―
毛
利
奉
賛
会
―

墓前祭で玉串奉奠をする
毛利奉賛会 上田 隆之 会長

毛利奉賛会 山﨑 昭弘 事務局長
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市長
　コラム
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第 回

「
有
害
鳥
獣
」
対
策
と
課
題

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
は
、
今

や
、
全
国
的
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
農
家

の
暮
ら
し
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
に
お
い
て
も
、
島
し
ょ
部
か
ら
北
部

ま
で
、
県
全
域
に
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
深

刻
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
野
生
鳥
獣
に

よ
る
被
害
は
、
営
農
意
欲
の
減
退
を
も
た
ら
す

な
ど
、
中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
広
島
県
の
、
野
生
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
額
は
、
平
成
23
年
に

6
億
9
、
２
０
０
万
円
で
、
安
芸
高
田
市
で
は

5
、
３
０
０
万
円
で
し
た
。
5
年
、
10
年
前
に

比
べ
て
大
き
く
増
加
し
、
今
後
も
増
加
の
傾
向

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
被
害
全

体
の
7
割
が
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
に
よ
る

も
の
で
、
最
近
は
シ
カ
に
よ
る
被
害
が
多
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
野
生
鳥
獣
は
、
自
然
を
構
成
す
る
重

要
な
要
素
で
あ
り
、
自
然
環
境
を
豊
か
に
す
る

も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
間
の
生
活
環
境
を

保
持
・
改
善
す
る
上
で
欠
く
事
の
出
来
な
い
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。
広
島
県
で
は
、
保
護
区
を

定
め
「
鳥
獣
保
護
計
画
（
Ｈ
24
年
〜
Ｈ
29
年
）」

を
制
定
し
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
ふ
ま
え
、
多

様
な
鳥
獣
の
生
息
環
境
の
保
全
、
管
理
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

農
家
の
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
農
作
物

の
鳥
獣
被
害
を
解
消
し
て
行
く
た
め
、
平
成
20

年
2
月
「
鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置
法
」
が
施

行
さ
れ
、
被
害
の
防
止
を
効
率
的
に
行
う
た
め

の
指
針
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
市
町
に
は
、「
被

害
防
止
計
画
」
を
義
務
付
け
ら
れ
、
こ
れ
に
よ

り
、
国
・
県
の
財
政
支
援
が
出
来
る
仕
組
み
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
芸
高
田
市
の
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
数
は
、

平
成
23
年
の
実
績
で
3
、
７
７
２
頭
（
シ
カ

2
、
３
３
５
頭
・
イ
ノ
シ
シ
1
、
４
３
７
頭)

で
す
。
な
お
、
広
島
県
全
体
の
捕
獲
数
は

１
９
、６
１
２
頭
（
シ
カ
4
、
６
８
７
頭
・
イ

ノ
シ
シ
１
４
、９
２
５
頭
）
で
あ
り
、
県
全
体

に
占
め
る
安
芸
高
田
市
の
割
合
は
19
％
を
占
め

ま
す
。
中
で
も
、
シ
カ
に
い
た
っ
て
は
県
全
体

の
50
％
と
非
常
に
高
い
水
準
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
安
芸
高
田
市
は
、
①
防
護
柵
の
設
置

に
対
す
る
助
成   

②
捕
獲
に
対
す
る
助
成　

③

緩
衝
帯
の
設
置　

④
猟
友
会
（
捕
獲
者
）
の
後

継
者
育
成
に
対
す
る
助
成
と
と
も
に
、
有
害
鳥

獣
を
資
源
と
し
て
活
用
し
、
特
産
化
し
て
い
く

取
組
を
含
め
た
施
策
の
展
開
を
は
か
っ
て
い
ま

す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
も
あ
り
、
抜
本
的
な

解
決
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
個
々
で
の
対
応
で
は
、
あ
ま
り
効
果

が
期
待
出
来
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
抜
本

的
に
被
害
を
解
消
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
集
落

ぐ
る
み
で
「
環
境
改
善
」「
侵
入
防
止
」「
捕
獲
」

の
総
合
的
な
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
施
策
の
円
滑
な
推

進
を
図
る
上
で
、
施
策
の
必
要
性
を
理
解
し
、

取
り
組
み
の
内
容
に
つ
い
て
必
要
な
技
術
と
知

識
を
習
得
し
た
、
集
落
の
活
動
を
支
援
出
来
る

指
導
者
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
は
駆
除
と
保
護
の
二
面
性
を
持

つ
、
複
雑
な
行
政
課
題
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
現
実
は
鳥
獣
被
害
の
苦
情
が
非

常
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
生

産
者
団
体
で
あ
る
Ｊ
Ａ
広
島
北
部
や
猟
友
会
と

の
更
な
る
連
携
に
よ
り
、
野
生
鳥
獣
と
の
共
生

も
考
慮
し
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
作
物
の

作
付
が
で
き
る
対
策
を
皆
様
と
一
緒
に
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成25年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

63件

2人

76人

57件

3人

74人

6件

－1人

2人

死 者 数

負傷者数

H25.5末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○広島県夏の交通安全運動の実施について
1.期間
　7月11日(木)から7月20日(土)までの10日間
2.運動の重点
★飲酒運転の根絶
　地域・職場・家庭内で「飲酒運転をしない・させない」という意識を共有しましょう。
★高齢者の交通事故防止
　ドライバーは、子ども・高齢者を保護する「思いやり運転」を心がけましょう。
★高速道路における交通事故防止
　パーキングエリアやサービスエリアでは、定められた駐車枠に駐車しましょう。

●7月の交通事故警戒日（過去の交通事故統計に基づく）　　17日（水）・27日（土）・29日（月）・30日（火）

64

※5月中に管内で発生した人身事故の約5割は車両同

士の追突事故でした。

法令遵守と道路状況に応じた適正速度、車間距離の

保持、確実な安全確認をお願いします。

 季節の変化により明るい時間帯が長くなるに

つれて、帰宅途中の女性や子供を対象とした犯

罪が予想されます。

 夕暮れ、夜間の一人歩きの女性

は、特に後方に注意しましょう。

後方注意！

 皆さん一人ひとりが効果的な防犯知識を身に

つけ被害にあわないようにしましょう。

　子供たちには知らない人が近づい

てきたら離れるように、日ごろから

注意してあげてください。

知らない人に近づかない！

女性・子供の安全を守るために！
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　風しんは昨年2,353例の報告があり、過去5年間（平
成20年～平成24年）では最も多い報告数となりまし
た。今年は3月末時点で、既に昨年の報告数を上回り、
全数報告疾患となった平成20年以降、最も早いペース
で報告数が増えています。
　昨年の報告によると、首都圏や近畿地方での報告が多
く、患者の7割以上は男性で、うち20代～40代が8割
を占めました。今年も、同様の傾向ですが、特に首都圏
での報告が多く、他の都市でも増加傾向にあります。
　平成23年度の国の調査では、20～ 40代の男性の
15％（20代 ８％、30代 19％、40代 17%）が風
しんの抗体を持っていませんでした。
　一方、20～40代の女性の４％が風しんの抗体を持っ
ておらず、11％では感染予防には不十分である低い抗
体価でした。
　抗体を持たない又は低い抗体価の妊娠中の女性が風し
んにかかると、赤ちゃんに難聴や心疾患、白内障や緑内
障などの障害（先天性風しん症候群）が起こる可能性が
あります。
　昨年の流行の影響で、平成24年10月から平成25年
3月末までに、8人の先天性風しん症候群の患者が報告
されました。
　妊娠中の女性は予防接種が受けられないため、特に流
行地域においては、抗体を持たない又は低い抗体価の妊
婦の方は、可能な限り人混みを避け、不要不急の外出を
控えるようにしてください。また、妊婦の周りにいる方
（妊婦の夫、子ども、その他の同居家族等）は、風しん
を発症しないように予防に努めて下さい。

予防接種についてのお知らせ
①定期接種対象者は、予防接種を受けましょう　
　　１歳の間と小学校入学前１年間（年長児）の計2回、
麻しん風しん混合ワクチンを無料で受ける事ができま
す。対象者の方は早めに接種してください。

②妊婦の身近な方とこれから妊娠を希望される方は、費
用は全額個人負担で、料金は医療機関により多少違い
ます。
　かかりつけ医とご相談の上、接種をご検討ください。

ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

７月30日（火）
（10：00～12：00）

中央保健
センター
３階

第1回「マタニティーライフを
楽しもう!!」
★妊娠中から始めるエクササイ
ズで骨盤ケア♪
★ママの変化とベビーの成長♪
★健やかな妊婦生活♪
★知っておきたい安芸高田市の
制度や母子保健事業♪

助産師

保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服
装でおいでください。
※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。次回は８
月27日（火）≪骨盤ケアエクササイズ、妊娠期・授乳期の
ママの栄養とデンタルケア≫を予定しています。
※予約先：保健医療課　 42-5633

月日 受付時間 主な対象町 会　場 相談内容 お 知 ら せ

７月
５日
（金）

10:00～
11:30 吉 田 町

中央保健
センター

●育児相談
●４か月児
相談
●２歳６か
月児相談

※4か月児相談、2歳6
か月児相談の対象児に
は個人通知します。

対象：4か月児相談は平
成25年3月生まれ。

2歳6か月児相談は平成
23年1月生まれ。

※内容：身体計測・食生
活・歯・育児全般にお
ける相談

※現在使用している歯ブ
ラシをご持参ください。

13:00～
14:30

吉 田 町
美土里町

７月
12日
（金）

10:00～
11:30 甲 田 町

13:00～
14:30 向 原 町

７月
19日
（金）

10:00～
11:30 八千代町

13:00～
14:30 高 宮 町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます、事
前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

風しんの報告数が急増しています　

【乳幼児健康教室】

すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ
方など分りやすく説明します。離乳食を作って
試食をします。
日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

７月26日（金）
中央保健
センター
３階

７月19日
～

７月25日

★生後５か月児
～１歳６か月
児とその家族

お茶・
タオル

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ 42-5633）へ
お申し込みください。
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター

【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ

ルームは、子育て中の親子が集い交流しあえる場所です。
３歳までのお子様向けのオモチャを置いていますので保護
者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。おしゃべりをして、
ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■実際の活動時間は45分程度ですが、人数により時間延
長する場合がありますのでご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを
連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。
子育て支援センター（ 47‒1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15
子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
７月４日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:15　活動

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢　
　０歳～１歳

７月18日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:15　活動

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢　
　２歳～４歳

月日・受付時間 対　　象 会　場
７月４日（木）
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H22年１月生まれ

中央保健
センター

７月11日（木）
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H23年12月生まれ

中央保健
センター

７月18日（木）
13:00～13:15

乳児健康診査
・H24年９月生まれ

中央保健
センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。
※対象児には個人通知します。
保健医療課（ 42-5633）

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
７月２日（火）
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

７月３日（水）
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

７月４日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

７月５日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 園 庭 開 放

７月９日（火）
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

７月９日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

７月10日（水）
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放

７月11日（木）
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

７月11日（木）
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

７月11日（木）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
７月16日（火）
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

７月16日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

７月18日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

７月18日（木）
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

７月23日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

７月25日（木）
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

７月26日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 お た の し み 会

（ 園 庭 開 放 ）
７月30日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

７月31日（水）
 9：30～11：30 入江保育園 園 庭 開 放

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６

5月26日（日）に行われた刈田小学校 大運動会で、
短期留学生のみなさんと国際交流を行う児童たち。
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言
う
か
言
わ
な
い
か
、そ
れ
が
肝
心
。

　

大
学
の
授
業
で
ネ
ズ
ミ
や
セ

ミ
、
も
ぐ
ら
、
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
を

食
べ
る
ビ
デ
オ
を
学
生
に
見
せ
ま

す
。
初
め
て
み
た
日
本
人
の
学
生

の
反
応
は
、「
え
ぇ
ー
っ
」
と
い

う
も
の
で
す
。
気
持
ち
悪
い
と
感

じ
る
学
生
も
多
く
い
ま
す
。「
彼

ら
は
お
か
し
い
」
と
い
う
感
想
を

書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
人
間
は
往
々
に
し
て
自
分
の

文
化
が
当
然
で
、そ
れ
以
外
は「
お

か
し
い
」
と
考
え
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
問
題
は
こ
の
よ
う
な
意
識

が
他
の
文
化
の
人
間
を
見
下
げ
、

心
な
い
言
葉
を
吐
く
こ
と
や
排
除

へ
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
私
が
授
業
で
話
す
考
え

方
が
文
化
相
対
主
義
で
す
。
こ
れ

は
一
般
的
に
文
化
に
優
劣
は
な
い

と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

日
本
で
は
刺
身
を
食
べ
ま
す
。昔
、

そ
れ
は
気
持
ち
悪
い
と
考
え
る
外

国
の
人
が
多
く
い
ま
し
た
が
、
悪

い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。タ
コ
は「
悪

魔
の
魚
」
と
言
わ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
あ
ま
り
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん

が
、ど
う
で
し
ょ
う
。な
ま
こ
は
？

　

何
を
食
べ
、
何
を
食
べ
な
い
か

に
好
き
か
嫌
い
か
は
あ
っ
て
も
、

「
良
い
悪
い
」
を
決
め
る
絶
対
的

理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。海
が
近
い
、

良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
が
昆
虫
し
か

な
い
な
ど
の
環
境
に
よ
る
理
由
ぐ

ら
い
で
す
。
何
を
食
べ
る
か
に
良

い
悪
い
は
な
い
の
で
す
。

　

冷
静
に
考
え
れ
ば
、「
良
い
悪

い
」
の
理
由
が
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
し
か
し
、
何
を
食
べ
る

か
、
食
べ
な
い
か
を
小
さ
い
頃
か

ら
教
え
ら
れ
て
育
っ
た
人
間
は
、

自
分
が
食
べ
な
い
も
の
を
食
べ
て

い
る
人
を
見
る
と
思
わ
ず
気
持
ち

悪
い
と
思
っ
て
し
ま
う
も
の
で

す
。
文
化
相
対
主
義
は
口
で
言
う

ほ
ど
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
大
事
な
こ
と
は
、
そ
の

違
和
感
に
根
拠
が
な
い
こ
と
を

知
っ
た
う
え
で
、
他
の
文
化
を
馬

鹿
に
し
た
り
、
他
者
を
排
除
し
な

い
こ
と
で
す
。
思
っ
て
も
言
わ
な

い
。
そ
こ
に
人
間
の
教
養
が
現
れ

る
と
、
私
は
授
業
で
話
し
て
い
ま

す
。

 

（
文
：
県
立
広
島
大
学

 

上
水
流 

久
彦 

講
師

イ
ラ
ス
ト
：

ロ
ナ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト 

准
教
授
）

違う文化から違う文化から

　　　日本を考える　　　日本を考える

人権多文化共生推進室
 ☎４２－５６３０

17

25

　

ガ
ソ
リ
ン
を
ポ
リ
容
器
に
入
れ
る

と
、
液
面
の
揺
れ
で
静
電
気
が
た
ま
り

着
火
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
火
災
や

爆
発
事
故
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
大
変

危
険
で
す
。

　

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で

ガ
ソ
リ
ン
を
灯
油
用
の
ポ
リ
容
器
に
詰

替
え
る
作
業
を
行
っ
た
者
は
、
消
防
法

違
反
に
当
た
り
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
灯
油
用
の

ポ
リ
容
器
を
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
持

ち
込
ん
で
ガ
ソ
リ
ン
を
購
入
す
る
こ
と

は
絶
対
に
お
や
め
下
さ
い
。

・
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
、
利
用
者
が

直
接
容
器
に
入
れ
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

・
ラ
ベ
ル
の
付
い
た
確
か
な
製
品
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

　
「
試
験
確
認
済
証
」

が
安
心
の
印
で
す
。

水
難
事
故
に
注
意
！

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
気
温
の
上
昇
と

と
も
に
、
海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ
、
魚
釣

り
な
ど
、
海
や
川
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え

て
き
ま
す
。
楽
し
く
遊
ん
で
い
て
も
、

一
つ
間
違
え
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
事
故
に
遭

わ
な
い
た
め
に
も
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
水
難
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・ 

保
護
者
は
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な

い
。

・
深
い
と
こ
ろ
や
急
な
流
れ
に
注
意
し

浮
き
輪
を
用
意
す
る
。

・
飲
酒
を
し
て
川
、
海
に
入
ら
な
い
。

・
天
気
が
良
く
て
も
増
水
し
た
河
川
に

は
近
づ
か
な
い
。

■
川
な
ど
に
落
ち
た
と
き
は

・
溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
時
は
、

大
声
で
助
け
を
呼
び
、
１
１
９
番
通

報
す
る
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
浮
力
の
あ
る
も

の
を
投
げ
入
れ
る
。

・
水
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
ら
、
泳
ぐ
こ

と
よ
り
浮
く
こ
と
を
考
え
る
。

・
泳
げ
る
よ
う
な
ら
流
れ
に
逆
ら
わ
ず

に
岸
に
向
か
う
。

※
万
が
一
に
備
え
、
水
辺
の
危
険
性
を

知
る
だ
け
で
な
く
、
応
急
手
当
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

花
火
に
よ
る

火
災
や
事
故
に
注
意
！

　

火
災
や
ケ
ガ
等
の
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
、
正
し
い
使
用
方

法
で
花
火
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

花
火
で
遊
ぶ
時
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

■
花
火
を
す
る
前
に

・
必
ず
大
人
と
一
緒
に
行
う
。

・
家
や
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
遠
く
は

な
れ
た
所
で
行
う
。

・
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
。

・
風
の
強
い
時
は
花
火
を
し
な
い
。

・
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
直
接
火
を
つ

け
る
の
は
危
険
な
の
で
、
ロ
ー
ソ
ク

や
線
香
を
用
意
す
る
。

■
花
火
を
す
る
と
き
は

・
花
火
の
説
明
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と

を
守
る
。

・
手
持
ち
花
火
は
一
本
ず
つ
体
か
ら
離

し
て
持
ち
、
人
に
向
け
た
り
、
ふ
り

ま
わ
さ
な
い
。

・
火
が
消
え
た
花
火
は
、
水
バ
ケ
ツ
に

入
れ
る
（
筒
状
の
花
火
は
途
中
で
火

が
消
え
て
も
火
が
出
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
中
を
の
ぞ
く
と
大
変
危
険
で

す
）。
そ
の
後
、
バ
ケ
ツ
に
入
れ
た

状
態
で
時
間
を
お
き
、
ご
み
袋
等
に

入
れ
る
前
に
、
火
が
消
え
て
い
る
か

も
う
一
度

確
か
め
て

処
理
を
す

る
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

6件
（23件）

135件
（613件）

2件
（9件）

8件
（15件）

５月

灯
油
用
ポ
リ
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
な
い
で
！
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向原に咲く可憐な花
第30回　花しょうぶまつり
　今年も向原町観光協会主催の花しょうぶまつり
がJR向原駅周辺で開催されました。
　6月15日（土）はあいにくの雨模様でしたが、
雨に濡れた花しょうぶもまた美しく、普段とは
違った顔を覗かせてくれました。JR向原駅では
子ども写生大会が行われ、参加した子どもたちは
花しょうぶを一生懸命スケッチ。白い画用紙には
きれいな花しょうぶが描かれていました。また、
16日（日）には向原日曜市、ステージ発表などが
行われ、地元向原を盛り上げました。

川根地区と原山・羽佐竹地区を結ぶ
川根原山連絡農道開通
　かねてから、地権者をはじめ多くの方々のご協力によ
り工事が進められていました川根原山連絡農道が完成
し、6月15日(土)に開通しました。区間は、高宮町原山
の市道高北線から高宮町川根の県道中北・川根線にかけ
ての、全体延長6,620m、幅員6.5m～7.0mです。
　この連絡農道の開通により、川根原山間の通行が格段
に向上するとともに、所要時間が約10～15分短縮され
ます。農産物の運搬が容易になるほか、緊急時の交通機
能の強化、両地域間の交流や連携が強化されるなど、広
域的な発展に寄与する事が期待されます。

自然に恵まれたまち　安芸高田を歩く
第１回安芸高田市湧永庭園ウォーク

　初開催となる安芸高田市湧永庭園ウォーク
が、５月26日（日）に開催されました。
　早朝湧永製薬広島事業所を出発し、６㎞
コースの人は湧永庭園まで、13㎞コースの
人は湧永庭園から折り返し湧永製薬広島事業
所までをウォーキング。自然に触れながら、
参加者全員でさわやかな汗を流します。
　湧永庭園では思いおもいに庭園内を散策
し、その後湧永製薬の工場見学や、ワクナガ
レオリックの公開練習も行われました。

自分の体の状態を知り、健康へ一歩前進！
安芸高田市健康フェスタ2013
　６月９日（日）、安芸高田市健康フェスタ2013
がクリスタルアージョで開催されました。
　健康セミナーでは㈱タニタの管理栄養士、山下
かほりさんが、BMI指数などをはかって自分の体
の現状を把握することの大切さや、健康な食生活
を送るために目標設定をする際のポイント、ヘル
シーレシピのコツなどを講演。各ブースでは、歯
科検診、アルコール体質判定テストなど、普段な
かなかすることのできない健診や測定をして自分
の体の健康状態を知ることができました。

19

地域に根ざした庭園
湧永満之記念庭園　開園20周年記念祭

　1993年に開園した湧永満之記念庭園が開
園20周年を迎えました。湧永庭園の丁寧に手
入れされた草花や樹木は、多くの来園者の心に
安らぎを与えてくれます。記念祭が行われた６
月８日（土）は特にバラが見ごろで、たくさんの
方々が園内の散策を楽しんでいました。
　また、神楽公演やコンサート、湧永製薬の工
場見学や健康体操教室などのイベントが開催さ
れたほか、広島県内のゆるキャラもお祝いにか
けつけ、会場は大いに盛り上がりました。

迫力ある舞に感動
さつき選抜2013　広島県北部神楽競演大会

　神楽門前湯治村の神楽ドームで開催される
五大神楽大会の一つ、さつき選抜が５月25
日（土）に開催されました。日夜練習を積み重
ねた各神楽団が舞う神楽は真剣そのもので、
見ている私たちに感動を与えてくれます。ま
たどの演目も会場を盛り上げ、詰めかけた多
くのお客さんを喜ばせていました。
　新舞の部では安芸高田市の日吉神楽団が優
勝。安芸高田市を盛り上げている神楽を、こ
れからも応援していきたいですね。

伝統の田園風景を継承
はやし田　市内各地で開催
　安芸高田市が誇る伝統芸能、はやし田が市内各地で行われました。５月26
日に川根・原田・本郷・生田・中北・桑田、６月２日に大土山が開催されました。
　大土山（写真）では、小雨の降る中でのはやし田でしたが、大勢のお客さんが
カメラ片手に訪れていました。歌大工の音頭にあわせて太鼓、笛などを囃し、
早乙女が歌大工と歌を掛け合いつつ、後ずさりしながら苗を植えていくようす
は、後世にも残したい田園風景です。豊作の願いと田植えの作業が少しでも楽
しくなるようにとの思いが込められたはやし田を見て、お米の大切さを噛みし
めました。
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食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

【インフォメーション】

健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

もうすぐ夏本番ですね！
疲労回復効果のあるビタミンB1や、体の免疫力を高めるビタ
ミンC を多く含む夏野菜を食べて元気に過ごしましょう。

Q.おいしいトマトはどれでしょう？
①角ばったもの　②濃く鮮やかな赤色のもの
③ヘタが縮れて黒いもの

★夏野菜クイズ★　答え. ②

トマトと卵のいため物

（ひとり分　エネルギー：38kcal、塩分:0.25g）

夏野菜で夏を元気にのりきろう!! ★夏野菜クイズ★

（作り方）
①トマトは皮をむき、櫛形に切る。
②卵は溶きほぐす。
③サヤインゲンはゆでて、3～4cm長
　さに斜め切りにする。
④しょうがはみじん切りにする。
⑤フライパンにサラダ油を熱し、しょ
　うがとトマトをいため、塩・コショ
　ウで味つけしたら、卵を回し入
　れて炒め、サヤインゲン
　を混ぜて仕上げる。

（材料　4人分）

トマト ………400g
卵 ……………200g
サヤインゲン …40g
しょうが ………少々
サラダ油 …大さじ2
塩・コショウ …少々

今月の食
材

トマト

40歳、50歳、60歳、70歳の皆様へ
無料「歯周疾患検診」を実施して
います。（受診期限は1月末まで）
　安芸高田市では、40歳、50歳、60歳、
70歳の市民の方を対象に、1月末を受診期
限として、無料の「歯周疾患検診」を実施し
ています。
　対象者の方へは、既にお知らせ文書（受診
券を兼ねる）を郵送していますので、この機
会にぜひお受けください。

【対象の方】　 平成25年度に40歳、50歳、
60歳、70歳に達する方

【受診期限】　 平成26年1月31日（金）
【受診方法】　 安芸高田市内の歯科診療所

（17か所）　※予約必要
【持って行く物】　 お知らせ文書（質問内容を記入

し当日持参要）
　　　　　　健康保険証（本人確認や治療必

要時のため）
保健医療課　 42-5633

～歯と口腔の健康は栄養をとるだけでなく、
食事や会話を楽しみ、豊かな生活を送るため
には欠かせません。また、いつまでも元気で
すごすためには、お口の健康を維持すること
が重要です～

がん検診無料クーポン券について（平成25年度）
有効期限：平成26年1月31日（金）

　がんの早期発見、早期治療に結びつけるため、子宮頸がん検診、
乳がん検診、大腸がん検診について、それぞれ一定の年齢、性別
の方に「がん検診無料クーポン券」をお送りしています。 是非
この機会に健康のため、がん検診を受診してください。

今年度4月20日現在で安芸高田市に住民登録されている以下の年齢の方

有効期限内に受診してください。

年齢 生年月日

20歳 平成 4（1992）年4月2日～平成 5（1993）年4月1日

25歳 昭和62（1987）年4月2日～昭和63（1988）年4月1日

30歳 昭和57（1982）年4月2日～昭和58（1983）年4月1日

35歳 昭和52（1977）年4月2日～昭和53（1978）年4月1日

40歳 昭和47（1972）年4月2日～昭和48（1973）年4月1日

【子宮頸がん検診対象年齢】女性のみ

年齢 生年月日

40歳 昭和47（1972）年4月2日～昭和48（1973）年4月1日

45歳 昭和42（1967）年4月2日～昭和43（1968）年4月1日

50歳 昭和37（1962）年4月2日～昭和38（1963）年4月1日

55歳 昭和32（1957）年4月2日～昭和33（1958）年4月1日

60歳 昭和27（1952）年4月2日～昭和28（1953）年4月1日

【乳がん（女性のみ）・大腸がん（男女）検診対象年齢】

安芸高田市食生活改善推進協議会
八 千 代 支 部

私たちが紹介します私たちが紹介します

21

健
康

い
い

カ
ラ
ダ

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
と
高
齢
受

給
者
証
を
一
体
化
し
ま
す
！

　

現
在
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
保
険

証
と
高
齢
受
給
者
証
の
２
枚
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
８
月
１
日
か
ら

は
一
体
化
し
、
１
枚
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
高
齢
受
給
証
を
別
に
交
付

す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
す
。

保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て　

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
有
効

期
限
が
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
８
月
１
日
か
ら
使
え
る
保
険
証

に
つ
い
て
は
、
７
月
下
旬
か
ら
簡
易

書
留
で
送
付
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
等
記
載
事
項
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
万
が
一
、
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
医
療
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
資
格
認
定

に
つ
い
て
、
受
給
者
証
の
有
効
期
限

が
毎
年
７
月
31
日
で
あ
り
、
８
月
以

降
の
資
格
認
定
に
つ
い
て
は
、
更
新

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受

給
者
の
資
格
要
件
に
つ
い
て
は
、
下

記
の
と
お
り
で
す
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
市
役
所
（
保
健
医
療

課
又
は
各
支
所
窓
口
係
）
へ
届
出
に

必
要
な
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
一
部
の
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
６
月
中

旬
に
申
請
手
続
き
の
案
内
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

◆
届
出
に
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
証
（
本
人
な
ら
び
に
お

子
様
の
名
前
が
入
っ
た
も
の
）

・
認
め
の
印
鑑

・
児
童
扶
養
手
当
の
証
書
ま
た
は
遺

族
年
金
証
書
（
い
ず
れ
も
受
給
し

て
お
ら
れ
る
方
の
み
）

※
平
成
25
年
１
月
１
日
に
安
芸
高
田

市
以
外
に
住
民
票
が
あ
っ
た
方

は
、
住
民
票
が
あ
っ
た
市
区
町
村

役
場
で
平
成
25
年
度
課
税
台
帳
記

載
事
項
証
明
書
（
控
除
額
の
省
略

が
な
い
も
の
）
の
交
付
を
受
け
た

後
、
届
出
時
に
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の

助
成
制
度
に
つ
い
て
】

●
制
度
の
内
容
（
受
給
者
の
資
格
要

件
及
び
一
部
負
担
金
等
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
（
18
歳
到

達
年
度
末
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
方
が
対
象
）
が
受

け
た
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
（
但
し
、
生
計
同
一

者
全
員
が
所
得
税
非
課
税
者
で
あ
る

こ
と
や
、
事
実
婚
で
は
な
い
等
の
受

給
条
件
が
あ
り
ま
す
）。

　

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の
一
部
負

担
金
に
つ
い
て
は
、

通
院
５
０
０
円
／
日

（
医
療
機
関
ご
と
に
月
4
日
ま
で
）

入
院
５
０
０
円
／
日

（
医
療
機
関
ご
と
に
月
14
日
ま
で
）

保
健
医
療
課

感
想
文
「
こ
ま
め
に
歩
こ
う
会
に
参
加
し
て
」

　

五
月
八
日
（
水
）、
健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
協
議
会
運
動
部
会
主
催
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
五
月
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
空
を
見
上
げ
る
と
、
真
っ
青

な
空
に
、
く
っ
き
り
と
白
い
飛
行
機
雲
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
手
軽
に
で
き
る
運
動
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
が
推
進
目
標
に
掲
げ
て
あ
り
、
親
し
み
易
い
目
標
に
誘
わ
れ
て
、
わ

た
し
も
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
続
々
と
、
や
る
気
満
々
の
大
勢
の
市

民
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
お
よ
そ
八
十
余
名
と
の
こ
と
。

　

初
め
に
、
運
動
部
会
の
代
表
の
方
と
市
老
連
の
向
原
支
部
長
さ
ん
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。「
健
康
増
進
の
た
め
、
和
気
あ
い
あ
い
、
楽
し
ん
で
歩
き

ま
し
ょ
う
…
。」
と
、
明
る
く
元
気
づ
け
て
も
ら
い
、
準
備
運
動
に
ラ
ジ
オ

体
操
第
一
を
や
っ
て
も
ら
い
、
思
い
思
い
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
向
原
運
動
公
園
か
ら
、
東
京
濾
器
工
場
の
横
を
通
り
、
向
原

高
校
下
か
ら
左
折
し
て
、
満
得
寺
前
を
通
っ
て
、
も
と
の
運
動
公
園
に
戻
る

楕
円
形
の
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
し
た
。
友
人
あ
り
、
夫
婦
あ
り
、
市

老
人
会
員
あ
り
、と
皆
さ
ん
は
、な
ご
や
か
に
歓
談
し
な
が
ら
元
気
よ
く
コ
ー

ス
を
歩
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
も
、自
分
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
、

き
ち
ん
と
歩
い
て
お
ら
れ
、
わ
た
し
も
参
加
者
に
学
び
な
が
ら
、
楽
し
く
元

気
よ
く
歩
き
ま
し
た
。

　

活
動
体
力
の
基
本
は
、「
歩
く
こ
と
だ
」
と
教
え
ら
れ
た
の
で
、「
で
き
る

だ
け
良
い
姿
勢
で
歩
く
」「
少
し
速
め
に
歩
く
」「
楽
し
い
こ
と
を
考
え
な
が

ら
歩
く
」
の
三
つ
の
こ
と
を
大
切
に
、
毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
度
の
楽
し
く
歩
く
体
感
を
生
か
し
て
、
時
間
を
見
つ

け
て
は
、「
こ
ま
め
に
歩
こ
う
会
」
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

○
７
月
の
「
こ
ま
め
に
歩
こ
う
会
」

日　

時　

７
月
10
日
（
水
）
八
千
代
の
丘
美
術
館
前　

９
時
30
分
集
合　

コ
ー
ス　

四
季
の
里
周
辺
（
３
㎞
）

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
は
、
美
術
館
で
の
鑑
賞
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　
（
団
体
割
引
の
入
館
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。）

※
天
気
の
悪
い
時
は
、
中
止
に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
保
健
医
療
課
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先
：
福
祉
保
健
部
保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

電
話
：
４
２

－

５
６
３
３　

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 29,238 25,567 5 

退職本人 24,520 29,499 18 

退職扶養 56,525 22,526 1 

全被保険者 29,405 25,718 5 

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成25年３月診療分
一人当り医療費（単位：円）

保
健
医
療
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

20



23 22



25 24



敬 称 略

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

藤 井 蒼
そ

空
ら

中 野 響
ひび

人
と

寺 本 勲
いざ

矢
や

林 　 彩
あや

花
か

安 井 優
ゆう

翔
と

佐 々 木 佳
か

乃
の

䑓　 龍 弘
佐々木輝吉
佐 々 木 肇
貞 森 一 昭
山口フミヱ
坂田サツミ
森田シゲコ
中 川 哲 夫
中 川 清 子
河野ノブヱ

平 本 松 江

大川マツヱ
日 南 照 江
池野ヒサヨ

森 田　 明
中 村 久 子
香 川 利 見
小川美代子

宮 本 正 登
下 田 俊 美
玉 井 周 三
若 宮 数 美
樫 本 一 美
髙 橋 久 子
三隅百合子
山 本 信 江

岡 田 政 男

仲 肥 博 幸
溝 下 玉 榮
白 川 千 年
小 野 春 子
佐々木 農武夫
崎森美智子

佐 々 木 侑
ゆ

乃
の

新 　 侑
ゆう

真
ま

橋 詰 実
み

緒
お

柳 川 由
ゆ

貴
き

後 藤 眞
ま

子
こ

住 吉 咲
さ

輝
き

大 番 一
いっ

慶
けい

宮 本 　 絢
あや

中 川 桃
とう

李
り

稲 田 迅
しゅん

馬
ま

笹 村 偉
い

知
ち

郎
ろう

木 本 聖
まさ

人
と

加 登 悠
ゆう

馬
ま

吉 田 町
（男）
（男）
（男）
（女）
（男）
（女）

（女）
（男）
（女）

（女）
（女）
（女）

（男）
（女）

（男）
（男）
（男）

（男）

（男）
八千代町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 川 本 ）
（ 国 司 ）
（ 福 原 ）
（ 小 山 ）
（ 相 合 ）
（ 中 馬 ）
（多治比）
（ 桂 ）

八千代町
（ 勝 田 ）
美土里町
（ 横 田 ）
（ 生 田 ）
（ 生 田 ）
高 宮 町
（ 船 木 ）
（ 船 木 ）
（ 船 木 ）
（羽佐竹）

甲 田 町
（上小原）
（上小原）
（下小原）
（ 浅 塚 ）
（ 糘 地 ）
（上甲立）
（高田原）
（ 深 瀬 ）
向 原 町
（ 坂 ）

（ 坂 ）
（ 坂 ）
（ 坂 ）
（ 坂 ）
（ 有 留 ）
（ 保 垣 ）

85
84
86
82
93
92
87
80
101
67

86

72
84
92

83
87
88
93

90
96
82
88
91
78
94
87

80

83
97
97
83
82
79

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳

歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳
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